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本年度は、ブラジルの小学校にてプログラムを実施する予定であった。しかし、ペロ

タス市における洪水災害や学校や交通機関などの大規模なストライキにより、実施が

困難となった。そこで、来年度よりプログラムを実施する準備を、共同研究をしてい

るペロタス大学の研究チームとともに行った。具体的には、ランダム化の手順の確

認、指導者となる心理士や心理学生に向けた研修会について検討を行った。また、本

国際共同研究がきっかけとなり、ペロタス大学と共同で国際集会（ⅠCONIBRA）を

開催した。2024年度はペロタス大学にて実施し、本研究をブラジルの子どもに関わ

る学生や教員、研究者に向けて発表した。ⅠCONIBRA開催期間中に、ペロタス市内

の小学校や医療機関を訪問し、ブラジルの子どもたちの生活に触れ、本プログラムを

より効果的に子どもたちに提供するための方法を再検討する機会となった。さらに、

本研究内容を2025年5月に開催されるメキシコの認知行動療法学会で発表するため

に、ペロタス大学の研究チームと準備を進めている。
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ブラジルのペロタス地域の小学校における子どものレジリエンス向上を目指した認知行動療
法(CBT)プログラムの実施可能性と効果の検証
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